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自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
筆
を
、
自
分
の
手
で
作
る

含葛の本質化した窒は繊維が多く、草本筆にしやすい。毛筆より荒々しく、勢いのある太い線が書ける。

辣晰贔は難燒鰈憮陪陪祗蝠屁 :竹

↑表皮を蜘き、叩いてはぐせば筆になる。繊維は堅く弾力に富み、鋭い録れた線が表現できる。青い若竹が向く。 二_

髪墓塞墓雲菫憂要翌憂華票ミ藁要≧塞雲  壌鳳鳳_____…、………・

↑割り箸の先を叩いて平らにつぶすだけで、羊筆になる。細かい不規則な橋が、面白い表現を生み出してくれる。

含割り箸の先を鉛筆のように肖1り 、軽く叩いてほぐす。掠れをともなつた、やわらかな線になる。

全庭を掃く竹帯の穂を1本拝借し、先を軽く数回叩く。細く鋭い線が出る。年賀状の表書きに使つても面白い。

割
り
箸
（丸
）

一

一　
段
ボ
ー
ル
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含適当な幅に切り、切り口に墨をつけて揺らして書けば、空海の i懇篠むさながら。べニヤ板も同様に使える。

草
本
筆
は
決
し
て
新
し
い
試
み
で
な

く
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
だ
と

岡
本
さ
ん
は
い
う
。
左
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
空
海
や
、
室
町
期
の
僧
、
一
体

（１

３
９
４
～
１
４
８
１
）
ら
、
歴
史
上
の

名
書
家
も
、
草
木
筆
を
用
い
て
い
る
。

「空
海
は
板
切
れ
の
よ
う
な
も
の
で
、

呪
術
的
な

『飛
自
体
』
の
書
を
遺
し
ま

し
た
。　
一
体
は
竹
筆
の
バ
リ
バ
リ
し
た

線
で
、
禅
の
揺
る
ぎ
な
い
精
神
を
伝
え

て
い
ま
す
。
素
材
を
選
べ
ば
、
自
分
の

気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
反
映
で
き

る
。
こ
れ
も
草
木
筆
の
特
徴
で
す
」

草
木
筆
の
素
材
は
、
身
の
回
り
に
い

く
ら
で
も
あ
る
。
伝
続
的
な
の
は
高
や

竹
だ
が
、
割
り
箸
や
爪
楊
枝
、
庭
を
掃

く
竹
等
、
段
ポ
ー
ル
や
ベ
ニ
ヤ
板
も
筆

に
な
る
。
墨
は
い
ち
い
ち
磨
ら
な
く
て

も
、
手
軽
な
墨
汁
で
構
わ
な
い
。

既
製
品
で
な
く
、
自
分
だ
け
の
筆
を

作
る
と
い
つヽ
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

作
り
方
は
至
っ
て
簡
単
だ
。

「草
本
筆
を
作
る
に
は
、
叩
く
、
縛
る

の
ふ
た
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
本
の

枝
や
竹
は
、
叩
い
て
繊
維
を
ほ
ぐ
す
。

松
葉
な
ど
は
縛
っ
て
筆
状
に
し
ま
す
」

草
木
筆
の
最
大
の
コ
ツ
は

「上
手
く

書
い貸
ι
ｃ
思
わ
な
い
こ
と
」
と
岡
本
さ

ん
。
手
本
を
忘
れ
、
書
き
順
も
無
視
し
、

一肩
の
力
を
抜
い
て
、
筆
の
命
ず
る
ま
ま

に
書
く
。
そ
う
す
れ
ば
自
然
に
、
め
で

た
い
文
字
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。



樽
葛
の
筆
を
作
る

幸   含繊維がほぐれたら、毛先をハ

サミで切って形を整える。穂が

長い場合は切り詰める。
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■  含毛先が広がりすぎたと感じた

ら、輸ゴムを巻いて数日置き、

形を整える。
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丁寧にやる必要はない。
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「
軽く、ゆつくり叩くのがコツ。

含蔓の本質化した部分を使う。

先端から細 OcmOところを、カ

ッターで円周状に浅く切り込む。

合切り込みを入れた所から先端

まで、硬い表皮を削ぎ取る。自

い部分が見える程度でよい。

嬌
筆
に
よ
る
印
象
の
違
い

●
空
海

（７
７
４
～
８
３
５
）
は
真
言
宗

の
開
祖
。
中
国
に
学
ん
で
日
本
の
書
の
礎

を
築
い
た
。
双
れ名
女
イ
ン
ド
名
の
意
）
は
、

板
切
れ
の
よ
う
な
も
の
を
使
っ
て

「飛
自

体
」
と
い
う
書
体
で
書
い
た
も
の
。
飛
自

体
は
中
国

。
唐
代
の
皇
帝
も
用
い
た
書
体

で
、
霊
力
の
特
に
強
い
も
の
と
さ
れ
た
。

韓
国
で
は
今
で
も
、
縁
起
の
い
い
書
体
と

し
て
尊
ば
れ
て
い
る
。
段
ボ
ー
ル
で
こ
の

味
わ
い
を
再
現
し
て
み
た
い
。
東
寺
蔵

↓
素
材
の
違
い
で
、
印
象
は
が
ら
り
と
変
わ
る
。
上
は
葛
で
力
強
い
犬
を

表
現
。
下
は
割
り
箸

（丸
）
で
書
い
た
愛
ら
し
い
犬
。
「何
で
も
筆
に
し
て

書
い
て
み
て
、
自
分
に
ム
買
了
０の
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
（岡
本
さ
ん
）
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